
１人１台端末活用のガイドライン【札幌市版】 概要版

第１章 ガイドライン作成の背景（P１～）

第２章 目指す姿（P３～）

➣「札幌市教育振興基本計画」において「教育の情報化の推進」を基
本施策として位置付け

➣ICT機器やデジタル教材、ネットワーク環境等の整備を推進
➣教員のICT活用指導力の向上に向けた取組
➣モデル研究校における実証研究の推進

➣GIGAスクール構想により教育の情報化が加速

１人１台端末を活用した学ぶ力の育成

情報活用能力の育成

プログラミング教育の推進

➣１人１台端末を学習ツールとして活用することにより、課題探究的な学習を一層充実させると
ともに、情報活用能力を効果的・効率的に育成

一斉での学び
（一斉学習）

・双方向型の一斉授業を実現
・多様な教材の活用などにより学習
活動を焦点化し理解を深める

集団での学び
（協働学習）

・即時共有、共同編集により、思考
力・判断力・表現力等を活性化

・遠隔地の多様な相手との学び合い

個人での学び
（個別学習）

・学習履歴の活用により個別最適化
された学びを実現

・習熟度や理解度に応じた学習

➣情報活用能力は、学習の基盤となる資質・能力
➣各教科等の特質に応じて適切な学習場面で育成を図り、課題探究的な学習の充実へ
➣「情報センター」としての機能を有する学校図書館を活用するなど、計画的・体系的に育成

➣時代を越えて普遍的に求められる「プログラミング的思考」を育む
➣小・中学校では多様なプログラミング体験を、高校ではプログラミングに加えネットワークやデータ
ベースの基礎についての学習を充実

国の動き

札幌市の取組

GIGAスクール構想とは…
児童生徒１人１台端末と、学校における高速大容量のネットワーク環境等を一体的に整備することによ
り、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、公正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育
成できる教育ICT環境の実現を目的とした取組。

各校に整備したchromebook

個別最適な学び

➣EdTechの活用により、一人一人の興味・関心、習熟度、理解度に応じた効果的・効率的な学習を実現
➣一人一人が同時に別々の内容を学習し、その履歴を記録・活用することで、最適な個別学習が可能
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ディベートに向けて論点を整理



➣

➣

➣

➣

➣

➣

➣

➣

➣

➣

➣

➣

➣

➣

➣

＜参考＞文部科学省「教育の情報化に関する手引」

GIGAスクールサポーターによる校内研修
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